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チーム紹介
● 米山 義明 (プロダクトオーナー 兼 開発者）

○ ちょっぴり優柔不断だけれど、
真摯にプロダクトと向き合う優しいお兄ちゃん。

● 野村 拓海 (スクラムマスター 兼 開発者)
○ おっとりしているけれど、
頼まれたことはさっとやってのけるスーパーおばあちゃん。
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チーム紹介
● 玉榮 宏祐樹 (開発者 - 内部処理とデザイナー補佐)

○ 赤ちゃんが創り出した世界観を目に見える形にする、
美人で優しいみんなのママ。

● 長嶺 澄 (開発者 - 内部処理)
○ 縁の下の力持ちで皆から信頼を寄せられる、頼れるお姉さん。

● 束 友莉 (開発者 - デザイナー)
○ 独特の感性で世界観を創り出す、素材も作れる不思議な赤ちゃん。
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開発プロセス

● スクラム開発
● 1スプリント = 1week(火～月) 3+7sprint開発
● 週1~2回、月曜と金曜に集まって作業
● コミュニケーションツール：LINE, Slack
● バックログ管理：Trello
● コード管理：GitHub
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エレベータピッチ

ネット上で、ランダムにメッセージの
やり取りをしたい人向けの
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エレベータピッチ

というプロダクトは

6



エレベータピッチ

新たなメッセージサービスです。
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エレベータピッチ

これは、
匿名で不特定の相手と

メッセージのやりとりができ
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エレベータピッチ

従来の
Twitterなどユーザー名を開示して
やり取りするSNSとは違って
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エレベータピッチ

ユーザー名を開示しない匿名性、
誰から来たかわからない

メッセージを開くワクワク感、
匿名だからこそ言えるこころの叫び、
あの時に言えなかった言葉など、
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エレベータピッチ

SNSなどでは
ちょっと書きにくい事を気軽に書ける
特別なコミュニケーションができる
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プロダクトデモ1

ろぐいん おくる

だれかに
とどく
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プロダクトデモ2

うけとる

じっくりよむ
������

おくる

または
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工夫したこと
● チームの心理的安全性を高めるために、
少しでも進捗があればお互い褒め合うようにしていた。
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工夫したこと
● 家族のような愛称で呼ぶことで、
チームに緊張感なく開発を進めることができた。
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苦労したこと、今後の改善点

● 苦労したこと
○ ブラウザによって動作できない機能があった
○ デイリースクラムを継続できなかった
○ ３スプリント以上延期したPBL項目があった

● 今後の改善点
○ わからないことはすぐ聞く
○ 気が緩みすぎて既読無視や遅刻があった
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PBLを通じて得た学び

● 心理的安全性の重要性が理解できた。
● プロダクトの変更は早めに相談することが大事
途中でプロダクトの変更があり、相談で時間がかかってしまった。

● ユーザーレビューの大切さ
利用者の感想と意見が聞けてモチベーションが上がった。
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ありがとうございました
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